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Ⅰ はじめに 

この報告書は、「栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例」（以下、「条例」という。）第 10条の規定に

基づき、歯及び口腔の健康の状況並びに県が歯及び口腔の健康づくりの推進に関して、令和元(2019)年度に講

じた施策及び令和２(2020)年度に講じる施策を県議会に報告し、県民に公表するものです。 

 

Ⅱ 県民の歯及び口腔の健康の状況 

   各ライフステージ（１歳６か月児・３歳児・園児・児童・生徒・成人・高齢者）の県民の歯や口腔の健康の

状況については次のとおりです。 

 
１ 1 歳 6 か月児  

市町が母子保健法（昭和 40 年法律第 141 号）第 12 条に基づき実施した満１歳６か月を超え満２歳に達し

ていない幼児の健康診査の結果は次のとおりです。 

 

（1）健康診査の受診状況 

平成 30年度における県内全域の対象者数は 14,775 人であり、うち健康診査の受診者数は 14,370 人でした。

受診者のうち、むし歯がある１歳６か月児は 174 人でした。（表 1） 

 
表 1  1 歳 6 か月児健康診査の受診状況 （平成 30 年度） 

地 域 
対象者数 

 
（人） 

受診者数 
 

（人） 

受診率 
 

（％） 

むし歯の 
ない者 
（人） 

むし歯の
ある者 
（人） 

むし歯 
有病率 
（％） 

むし歯の 
総数 

（歯） 

一人平均 
むし歯数 
（歯） 

宇都宮市 4,521  4,365  96.5 4,315 50 1.15 135 0.03 

県西地域 1,104  1,066  96.6 1,051 15 1.41 43 0.04 

県東地域 1,050 1,026 97.7 1,009 17 1.66 51 0.05 

県南地域 3,636  3,552  97.7 3,515 37 1.04 110 0.03 

県北地域 2,669  2,621  98.2 2,591 30 1.14 73 0.03 

安足地域 1,795  1,740  96.9 1,715 25 1.44 62 0.04 

県合計 14,775  14,370  97.3 14,196 174 1.21 474 0.03 

                

※ 地域別の構成市町 
 ○県西地域：鹿沼市、日光市 
 ○県東地域：真岡市、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町 
 ○県南地域：栃木市、小山市、下野市、上三川町、壬生町、野木町 
 ○県北地域：大田原市、矢板市、那須塩原市、さくら市、那須烏山市、塩谷町、高根沢町、那須町、那珂川町 
 ○安足地域：足利市、佐野市 

  

（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 
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（2）むし歯有病率 

平成 30 年度におけるむし歯有病率は県平均が 1.21％であり、最も高かったのは市貝町で 5.56％、最も低

かったのは茂木町、芳賀町で 0.00％でした。（図 1） 

本県の有病率は、平成 25年度以降は全国平均を下回っていましたが、平成 30 年度にわずかに全国平均を

上回っています。（図２） 

 

図１  県内における１歳６か月児のむし歯有病率 （平成 30 年度） 

 
 

 

図２  １歳６か月児のむし歯有病率の推移 

 

※平成 26 年は厚生労働省において未公表 
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図３  都道府県別 １歳６か月児のむし歯有病率 （平成 30 年度） 
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（3）一人平均むし歯数 

平成 30 年度における一人平均むし歯数は県平均が 0.03 歯であり、最も多かったのは市貝町で 0.28 歯、

最も少なかったのは茂木町、芳賀町で 0.00 歯でした。（図 4） 

都道府県別では全国平均が 0.05 歯であるのに対して、本県も 0.05 歯で第 19 位でした（図 5）。 

図４  県内における１歳６か月児の一人平均むし歯数 （平成 30 年度） 

 
 
 
 
 

図５  都道府県別 １歳６か月児の一人平均むし歯数 （平成 30 年度） 
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2 3 歳児 

市町が母子保健法第 12 条に基づき実施した満３歳を超え満４歳に達しない幼児の健康診査の結果は次

のとおりです。 

 

（1）健康診査の受診状況 

平成 30 年度における県内全域の対象者数は 15,669 人であり、うち健康診査の受診者数は 15,224 人でし

た。受診者のうち、むし歯がある３歳児は 1,994 人でした。（表２） 

 
 

表２  ３歳児健康診査の受診状況 （平成 30 年度） 

地 域 
対象者数 

 
（人） 

受診者数 
 

（人） 

受診率 
 

（％） 

むし歯の 
ない者 
（人） 

むし歯の 
ある者 
（人） 

むし歯 
有病率
（％） 

むし歯の 
総数 
（歯） 

一人平均
むし歯数 
（歯） 

宇都宮市 4,729 4,557 96.4 4,073 484 10.62 1,627 0.36 

県西地域 1,256 1,201 95.6 1,031 170 14.15 604 0.50 

県東地域 1,111 1,095 98.6 978 117 10.68 365 0.33 

県南地域 3,748 3,682 98.2 3,170 512 13.91 1,758 0.48 

県北地域 2,998 2,928 97.7 2,475 453 15.47 1,552 0.53 

安足地域 1,827 1,761 96.4 1,503 258 14.65 870 0.49 

県合計 15,669 15,224 97.2 13,230 1,994 13.10 6,776 0.45 

 
 

※ 地域別の構成市町 
○県西地域：鹿沼市、日光市 

 ○県東地域：真岡市、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町 
 ○県南地域：栃木市、小山市、下野市、上三川町、壬生町、野木町 
 ○県北地域：大田原市、矢板市、那須塩原市、さくら市、那須烏山市、塩谷町、高根沢町、那須町、那珂川町 
 ○安足地域：足利市、佐野市 

 

  

（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 
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（2）むし歯有病率 

平成 30 年度におけるむし歯有病率は県平均が 13.10％であり、最も高かったのは那須烏山市で 26.81％、

最も低かったのは芳賀町で 6.78％でした。（図６） 

また、本県の有病率は年々減少しており、平成 27年度以降は、平成 29年度を除き全国平均を下回りまし

た。（図７） 

 
図６  県内における３歳児のむし歯有病率 （平成 30 年度） 

 
 
 
 
 

図７  ３歳児のむし歯有病率の推移 
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（％） 

※平成 26 年は厚生労働省において未公表 

（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 
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図８  都道府県別 ３歳児のむし歯有病率 （平成 30 年度） 
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（3）一人平均むし歯数 

平成30年度における一人平均むし歯数は県平均が0.45歯であり、最も多かったのは那珂川町で0.91歯、

最も少なかったのは茂木町で 0.13 歯でした。（図 9） 

都道府県別では全国平均が 0.62 歯であるのに対して、本県は 0.66 歯で第 23 位でした（図 10）。 

図９  県内における３歳児の一人平均むし歯数 （平成 30 年度） 

 
 

 

図 10  都道府県別 ３歳児の一人平均むし歯数 （平成 30 年度） 
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3 園児・児童・生徒 

統計法（平成 19 年法律第 53 号）第 2 条第 4 項に基づく基幹統計調査として、幼児、児童及び生徒の発育

や健康の状態を明らかにするために、毎年文部科学省が指定する学校（幼稚園、小学校、中学校、高等学校

等）に在籍する満５歳から 17歳までの幼児、児童及び生徒を対象に「学校保健統計調査」が行われています

が、その結果は次のとおりです。 

 

（1）むし歯有病率の推移 

ア 園児（幼稚園児） 

幼稚園児（５歳児）におけるむし歯有病率については、令和元年度は 32.1％であり、過去 10 年間を通し

て減少傾向が続いており、全国平均を下回る年もあります。（表３）（図 11） 

※ 平成 26 年度は、調査対象が僅少で統計値として適当な数値が得られなかった等の理由で公表されていない。 

 
 

表３  幼稚園児（５歳児）のむし歯有病率の推移 

  （単位：％） 
年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

処 置 完 了 者 17.7 16.2 16.1 18.2 × 15.7 10.1 13.8 14.2 10.2 

未処置歯のある者 35.6 28.3 25.8 27.4 × 25.6 23.9 29.9 24.1 21.8 

合 計 53.3 44.6 41.8 45.6 × 41.4 33.9 43.7 38.3 32.1 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 
 
 

 

図 11 幼稚園児（５歳児）のむし歯の有病率の推移 

 

 

53.3

44.6

41.8

45.6

41.4

33.9

43.7

38.3

32.1

46.1 
43.0 

42.9 

39.5 38.5 
36.2 

35.5 

35.5 35.1 

31.2 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

栃木県 全国
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イ 小学生 

小学生のむし歯有病率については、平成 21 年度から平成 25 年度までは 60％台で推移していましたが、

平成 26 年度からは 50％台に転じ、令和元年度は 49.9％まで減少しました。（表４） 

令和元年度の全国平均は 44.8％であり、本県の有病率は全国平均より高い状態が続いています。（図 12） 

 
 

表４  小学生のむし歯有病率の推移 

（単位：％） 
年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

処 置 完 了 者 26.7 28.7 26.0 27.1 26.6 24.2 25.6 24.5 21.1 23.8 

未処置歯のある者 34.2 33.1 34.7 33.3 29.9 30.5 28.8 29.8 28.7 26.1 

合 計 60.9 61.8 60.7 60.4 56.5 54.7 54.4 54.3 49.9 49.9 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

 
図 12  小学生のむし歯の有病率の推移 
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〔出典：文部科学省「学校保健統計調査」〕 
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ウ 中学生 

中学生のむし歯有病率については、平成 21 年度から平成 25 年度までは 50％台で推移していましたが、

平成 26 年度からは 40％台に転じ、令和元年度は 37.4％まで減少しました。（表５） 

令和元年度の全国平均は 34.0％であり、本県の有病率は全国平均より高い状態が続いています。（図 13） 

 

 
表５  中学生のむし歯有病率の推移                                                             

                                                                     （単位：％） 
年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

処 置 完 了 者 29.6 28.3 30.3 28.4 25.3 24.9 24.6 24.2 23.9 19.0 

未処置歯のある者 20.4 21.7 20.8 24.0 19.6 16.9 17.8 18.7 17.7 18.4 

合 計 50.0 50.0 51.2 52.4 44.9 41.8 42.5 42.9 41.6 37.4 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

図 13  中学生のむし歯の有病率の推移 
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〔出典：文部科学省「学校保健統計調査」〕 
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エ 高校生 

平成 21 年度から平成 25 年度までは 60％台で推移していましたが、平成 26 年度からは 50％台に転じ、

令和元年度は 45.9％まで減少しました。（表６） 

令和元年度の全国平均は 43.7％であり、本県の有病率は全国平均より高くなっています。（図 14） 

 
 

表６  高校生におけるむし歯有病率の推移 

（単位：％） 
年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

処 置 完 了 者 39.6 36.5 35.5 32.9 36.8 33.9 30.6 26.8 27.7 26.5 

未処置歯のある者 27.5 28.1 27.2 28.0 22.6 24.9 23.2 18.1 18.2 19.4 

合 計 67.1 64.6 62.5 60.9 59.3 58.7 53.9 44.9 46.0 45.9 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

図 14  高校生におけるむし歯の有病率の推移 

 

 

〔出典：文部科学省「学校保健統計調査」〕 
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（2）12 歳の永久歯の一人平均むし歯等数 

  12 歳の一人平均むし歯等数は、永久歯が生えそろった直後の指数となるため、国際的な判断基準（WHO：

世界保健機構）となっています。 

  12 歳の永久歯の一人平均むし歯数については、令和元年度には 0.8 歯まで減少しましたが、全国平均の

0.7 歯より多い状態が続いています。（表７、図 15） 

 

 
表７  12 歳の永久歯の一人平均むし歯数及び喪失歯数 （令和元年度） 

                            （単位：歯） 

区分 計 喪失歯数 
むし歯 

計 処置歯数 未処置歯数 

計 0.8 0.0 0.8 0.5 0.4 

男 0.7 0.0 0.7 0.4 0.3 

女 0.9 0.0 0.9 0.5 0.4 

 

 
 

図 15  12 歳の永久歯の一人平均むし歯等数の推移 
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（歯） 



４　成人・高齢者

（単位：人）

宇 都 宮 市

鹿 沼 市

日 光 市

真 岡 市

益 子 町

茂 木 町

市 貝 町

芳 賀 町

栃 木 市

小 山 市

下 野 市

上 三 川 町

壬 生 町

野 木 町

大 田 原 市

矢 板 市

那須塩原市

さ く ら 市

那須烏山市

塩 谷 町

高 根 沢 町

那 須 町

那 珂 川 町

足 利 市

佐 野 市

計

　　イ　平成31年度市町別歯周病検診実施状況（表8）

４０歳 ５０歳

県
西

県
　
東

13.7%

5.1% 39 25 9 1,290 87

県
　
南

2,9922,353 383 16.3% 256 80 47 1,616

1,199 58 4.8% 37 14 7 1,439 73

221

県
　
北

安
足

対 象 者 数 受 診 率

要

精

検

者

市 町 名

要

指

導

者

異

常

認

め

ず

対 象 者 数 受 診 率

要

精

検

者

　　　　　　　　　　　　　　　６０歳

要

指

導

者

異

常

認

め

ず

対 象 者 数 受 診 率

171 33 17 168 5.6%

9 14 0 1,061 41 3.9%819 23 2.8% 8 15 0 1,083 23 2.1%

6.7%

1,016 119 11.7% 105 4 101,060 124 11.7% 103 9 12

7 2 4 329319 14 4.4% 8 3 3 276

1,008 148 14.7%

118 10 8.5% 6 2 2 138 16

25 7.6%13 4.7%

11.6% 9 6 1 220 29

3 1 0 168 5 3.0%143 3 2.1% 2 0 1 175 4 2.3%

13.2%

160 3 1.9% 2 1 0220 4 1.8% 4 0 0

107 16 6 2,0711,931 130 6.7% 107 16 7 2,066

240 2 0.8%

615 37 6.0% 19 13 5 463 45

154 7.4%129 6.2%

9.7% 29 13 3 1,025 57

7 13 1 798 13 1.6%738 16 2.2% 7 9 0 822 21 2.6%

5.6%

434 7 1.6% 5 2 0383 9 2.3% 3 2 4

5 13 6 542663 37 5.6% 13 13 11 494

411 9 2.2%

334 13 3.9% 12 0 1 303 13

47 8.7%24 4.9%

4.3% 12 1 0 380 29

35 4 9 976 65 6.7%968 42 4.3% 26 3 13 871 48 5.5%

7.6%

446 5 1.1% 0 4 1380 4 1.1% 3 0 1

48 33 11 1,4901,657 105 6.3% 35 54 16 1,710

474 3 0.6%

628 64 10.2% 26 37 1 587 43

112 7.5%92 5.4%

7.3% 11 29 3 556 36

1 2 0 401 14 3.5%323 7 2.2% 6 1 0 330 3 0.9%

6.5%

126 1 0.8% 0 0 1123 1 0.8% 0 1 0

6 3 2 368395 4 1.0% 4 0 0 349

148 1 0.7%

265 18 6.8% 10 4 4 306 9

20 5.4%11 3.2%

2.9% 5 4 0 371 25

10 0 0 255 17 6.7%172 10 5.8% 8 2 0 204 10 4.9%

6.7%

2,145 22 1.0% 16 3 31,692 24 1.4% 11 12 1

5.2% 681

1,530 34 2.2% 25 8 1 1,619

1,742 34 2.0%

50 3.1% 39 9 2 1,599

受 診 者 数 受 診 者 数 受 診 者 数

5.7%235 89 20,915 1,202

（１）歯周病検診実施状況
　　　   市町が健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき実施した40歳、50歳、60歳及び70歳の住民
　　　 を対象とした歯周病検診の結果は次のとおりです。

　　ア　実施状況

　　　　　  令和元年度、歯周病検診は全市町で実施されました。実施市町の対象人口は87,694人で、受診
　　　　 者数は5,697人、受診率は6.5％でした。（平成30年度受診率は7.0%）

19,028 1,174 6.2% 739 298 137 19,178 1,005

61 3.8%
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（単位：人）

901 201 123 宇 都 宮 市

254 98 38 鹿 沼 市

67 73 2 日 光 市

567 56 36 真 岡 市

48 29 20 益 子 町

55 19 6 茂 木 町

17 3 1 市 貝 町

12 1 0 芳 賀 町

584 59 42 栃 木 市

229 107 39 小 山 市

33 37 4 下 野 市

19 9 4 上 三 川 町

59 83 44 壬 生 町

81 1 7 野 木 町

164 11 50 大 田 原 市

17 16 6 矢 板 市

230 203 65 那須塩原市

87 135 8 さ く ら 市

26 13 2 那須烏山市

0 2 1 塩 谷 町

24 7 10 高 根 沢 町

58 34 10 那 須 町

63 2 3 那 珂 川 町

107 37 16 足 利 市

166 44 12 佐 野 市

3,868 1,280 549 計

市 町 名

７０歳 合　　　計

1,225 10.7%

19 10 1,753 172

352 63 38

受 診 率

要

精

検

者

要

指

導

者

異

常

認

め

ず

453 10.1%

要

指

導

者

異

常

認

め

ず

対 象 者 数

要

精

検

者

11,463122 25 21 4,502

22 18 1 1,662 55 3.3%

6.9%9.8% 120 40 12 5,681 39058

28 26 1 4,625 142 3.1%

18 3 4,332 659 15.2%1,248 268 21.5% 232 25 11127

97 7.0%45 9.6% 21 17 7 1,39212 7 6 468

8 1 289 25 10.5%8.7% 20 3 2 765 8020

8 1 0 711 21 3.0%4 1 0 225 9 4.0%

0 0 911 13 1.4%291 4 1.4% 4 0 02

685 7.5%272 8.9% 235 15 22 9,124135 12 7 3,056

16 11 1,447 236 10.6%16.3% 151 65 20 3,550 37530

12 9 3 3,229 74 2.3%7 6 0 871 24 2.8%

2 0 1,667 32 1.9%439 7 1.6% 4 3 07

186 8.4%78 15.1% 26 33 19 2,21515 24 8 516

0 5 522 34 5.8%6.5% 33 0 1 1,539 8924

48 2 20 4,027 225 5.6%55 2 8 1,212 70 5.8%

1 0 1,921 39 2.0%621 27 4.3% 12 11 42

498 7.3%189 9.5% 99 69 21 6,84248 47 17 1,985

19 2 682 87 9.4%12.8% 35 50 2 2,453 23015

10 5 2 1,548 41 2.6%9 5 0 494 17 3.4%

1 0 638 3 0.5%241 0 0.0% 0 0 00

41 2.6%6 1.3% 0 1 5 1,56114 3 3 449

9 2 599 50 6.6%8.3% 29 17 4 1,541 10214

29 0 2 998 68 6.8%16 0 1 367 31 8.4%

3

2,316

8,150 160 2.0%2,571 80 3.1% 60 11 920 11

14 5 2,063

異

常

認

め

ず

受 診 者 数

8.1% 1,628 479 209 87,694 5,697820 268 114 28,573

222 3.3%3.7% 60

対 象 者 数 受 診 者 数 受 診 率

6.5%

要

精

検

者

要

指

導

者

13 4 6,8117742
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（２） 6024 及び 8020 達成者 

平成 28 年度県民健康・栄養調査では、60 歳で 24歯以上自分の歯を有する者（6024 達成者）の

割合は 52.2%、80 歳で 20歯以上自分の歯を有する者（8020 達成者）は 34.8%となっています。 

前回調査（平成 21年度）と比べて、6024 達成者はほぼ横ばいですが、8020 達成者は 10.9％増加

しました。（表９） 

 
表９  60 歳で 24 歯以上、80 歳で 20 歯以上の歯を有する者の割合 

（単位：％） 

区 分 
60 歳(55-64 歳)で 24 歯以上 80 歳(75-84 歳)で 20 歯以上 

H15 H21 H28 H15 H21 H28 

達成率 42.1 52.7 52.2 18.9 23.9 34.8 

 

 

（３） 在宅歯科医療の推進 

    在宅等の療養に関して歯科医療面から支援できる体制等を確保し、訪問歯科診療を行う歯科診療 

所を「在宅療養支援歯科診療所」といいます。国が定める施設基準を満たし、関東信越厚生局に届 

出を行っている県内の歯科診療所の数は年々増加していましたが、令和元年度は減少しています。

（表 10） 

 

      表 10  県内の在宅療養支援歯科診療所の届出状況 

年  度 H26 (2014) H29 (2017) H30(2018) R 元(2019) 目標値 (2022) 

在宅療養支援歯科診

療所の施設数 
32 施設 58 施設 66 施設 60 施設 80 施設 

 

（４） 歯科衛生士及び歯科技工士の就業者数の推移 

    歯科衛生士の就業者数は増加していますが、全国的に不足している状況にあり、県内においても

歯科衛生士がいない歯科診療所も多くあります。また、歯科技工士については、若年者の離職によ

る担い手不足や高齢化などにより、就業者数が年々減少しています。（図 16） 
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栃木県 全国

※ 栃木県保健福祉部健康増進課「平成 28 年度県民健康・栄養調査」 
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図16 栃木県内の歯科衛生士及び歯科技工士の就業者数の推移
（厚生労働省「衛生行政報告例」） 単位： 人

歯科衛生士 歯科技工士
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 Ⅲ 令和元(2019)年度歯科保健医療事業体系 

歯及び口腔の健康づくりを推進するため、県、市町等が実施した事業は次のとおりです。 

 

乳

幼

児

小

学

・

中

学

・

高

校

生

成

人

高

齢

者

障

害

者

・

要

介

護

者

県

教
育
委
員
会

市
町

関
係
機
関

1-(1)

県政出前講座 ① ○ ○ ○ ○ ○

各種広報媒体を活用した広報活動 ② ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者及び高齢者の歯科口腔保健の推進 ③ ○ ○ ○ ○

市町の歯科保健事業への支援
（フッ化物洗口実施支援事業）

④ ○ ○ ○ ○ ○

1-(2)

栃木県歯科保健賞 ① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

よい歯のコンクール（親と子・三歳児） ② ○ ○ ○ ○

よい歯の優良学校コンクール ③ ○ ○ ○ ○

よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール ④ ○ ○ ○ ○

1-(3)

健康相談 ① ○ ○ ○ ○ ○ ○

普及啓発 ② ○ ○ ○ ○ ○ ○

フッ化物洗口実施に係る技術的支援 ③ ○ ○

歯と口の健康週間事業 ④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2-(1) ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

3-(1) ○ ○ ○

3-(2) ○ ○ ○

3-(2) ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

3-(3) ○ ○ ○

3-(4) ○ ○ ○

3-(4) ○ ○ ○

3-(5) ○ ○ ○ ○

4-(1) ○ ○

4-(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-(3) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-(4) ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-(5) ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-(5) ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 歯科保健
医療提供体制
の整備

歯科衛生士再就職支援事業

歯科保健指導者・医療従事者研修事業

医科歯科連携推進事業

歯科保健推進協力交付金

栃木県歯科保健推進協議会

とちぎ歯の健康センター運営等協議会

３ 障害児者･
要介護者への
歯科保健医療
サービスの確
保

障害者歯科診療事業

障害者歯科医療システムの運用

障害者高次歯科医療提供体制整備事業

永久歯等対策事業（再掲）

福祉施設巡回歯科相談・指導事業

在宅歯科診療連携推進事業

在宅歯科医療従事者研修事業

多職種連携による栄養指導・口腔機能向上事業

歯科健康相談、健康教室（65歳未満の成人）

１ 歯や口腔
と関係する病
気等の予防の
推進

栃木県口腔保健支援センター事業

各種表彰制度による歯科保健活動の推進

とちぎ歯の健康センター事業

２ 歯や口腔
の健康に関係
する啓発と検
診の普及

永久歯等対策事業（保育所・幼稚園・障害児通所施設等）

妊産婦歯科健康診査、相談指導

乳幼児の歯科保健に関する相談指導

１歳６か月児歯科健康診査、相談指導

２歳児歯科健康診査、相談指導

３歳児歯科健康診査、相談指導

学校歯科検診等

歯周病検診（40・50・60・70歳）　※健康増進法に基づく事業

歯周病検診　※健康増進事業外

口腔機能の維持向上に関する事業（介護予防事業等）

区　分
(栃木県歯科
保健基本計画
施策体系毎)

事　業　名

(

参
 
照

)

Ⅳ
講
じ
た
施
策

ライフステージ等 実施主体
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Ⅳ 令和元(2019)年度に講じた施策 

1 歯や口腔と関係する病気等の予防の推進 

歯や口腔の病気の予防は、全身の健康づくりや疾病等の予防の観点からも重要であることから、歯や口腔

の病気の予防等の各施策を効果的に進めるため、情報収集や提供、普及啓発などに関する事業を実施しました。 

 

（1）栃木県口腔保健支援センター事業 

県民の口腔機能の維持向上を目指して、平成 28年 4 月、健康増進課内に「栃木県口腔保健支援センタ 

ー」を開設し、市町や関係機関等と連携しながら歯科保健対策の企画立案や助言指導などを行っています。 

〔人員体制〕 ・センター長： 健康増進課長 

・センター職員： 歯科医師（１名）、歯科衛生士（１名） 

 ① 県政出前講座 

   県民からの要望に応じて、県政出前講座を行いました。 

実施時期 対象施設・団体等 参加者数 

７月 栃木市社会福祉協議会 

介護保険事業所等従事者向け講座 

（栃木保健福祉センター） 

15 名 

10 月 男の広場 

高齢者向け講座 

（下野市障害学習情報センター） 

16 名 

２月 ハピネス（通所型サービス B） 

高齢者向け講座 

（鹿沼市加園の代表者自宅） 

15 名 

 

 ② 各種広報媒体を活用した広報活動 

テレビやラジオ等の広報媒体を活用し、広く県民に普及啓発を行いました。 

実施時期 媒 体 等 番組テーマ・広報紙配布先 

６月 ・ＣＲＴ栃木放送／県政ナビ 歯と口腔の健康づくり 

３月 
フッ化物応用に関する啓発リーフレット 

１万３千部作成 
小学校に配布 

 
 ③ 障害者及び高齢者の歯科口腔保健の推進 

・ 特別養護老人ホーム等施設が、入所者の口腔機能の維持・改善や口腔衛生管理に効果的に取り組めるよう手

引きを作成するため、歯科医師と連携した口腔機能維持や口腔ケアに関する取組事例調査を目的として、特別養

護老人ホーム２施設を訪問し、事業の実施状況の把握や職員との意見交換を行いました。 
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④ 市町の歯科保健事業への支援 

小学校で、フッ化物洗口を実施する市町に対して、事業費の助成を行いました。 

市町名 小学校数 実施人数 

大田原市 21 校   2,562 人   

高根沢町 ６校   1,396 人   

佐野市 26 校   5,478 人   

那須塩原市 21 校   6,083 人   

那須町 ６校      896 人   

栃木市 ６校   811 人   

日光市 26 校   3,351 人   

塩谷町 ３校      426 人   

８市町 115 校   21,003 人   

  （参考） 平成 30 年度： ６市町、87 校、18,352 人 

 

（２）各種表彰制度による歯科保健活動の推進 

   歯科保健活動の優良事例を表彰することにより、さらなる歯科保健活動を推進しました。 

 

① 栃木県歯科保健賞 

栃木県歯科保健賞は、昭和 52 年に栃木県歯科医師会が第 29 回保健文化賞を受賞したことを記念して

創設されたものです。県内における歯科保健衛生の分野で、優れた業績を挙げた団体及び個人の功績に対

して、顕彰を行っています。 
 

② 親と子のよい歯のコンクール・三歳児よい歯のコンクール 

親と子の口腔衛生の向上及び普及啓発を図るため、３歳児健診を受診した幼児及びその親を対象に、コ

ンクールを実施しました。 

  審査結果 

コンクール名 
審  査 審査結果（第３次） 

第１次 第２次 第３次 中 央 最優秀 優 秀 優 良 

親と子 61 組 41 組 10 組 １組 １組 ３組 ６組 

三歳児 374 人 109 人 11 人  １人 ３人 ７人 

  （参考） 平成 30 年度応募者数： 親と子 63 組、三歳児 322 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 20 -  

③ よい歯の優良学校コンクール 

児童生徒の歯科保健の向上発展を図るため、栃木県教育委員会・栃木県歯科医師会との三者共催でコン

クールを行い、定期健診の結果（むし歯数・処置歯率等）や学校歯科保健活動の状況などを総合的に審査

し、優良学校を表彰しました。 

 

  審査結果 

区分 参加校 
栃木県 

知事賞 

栃木県議会 

議長賞 

栃木県 

教育長賞 

栃木県医師 

会長賞 

栃木県歯科 

医師会長賞 
入選 

小学校 179 校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 50 校 

中学校 68 校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 20 校 

 （参考）平成 30年度参加数： 小学校 194 校、中学校 75 校 

 
区 分 小学校の部 中学校の部 

栃 木 県 知 事 賞 宇都宮市立陽南小学校 宇都宮市立鬼怒中学校 

栃 木 県 議 会 議 長 賞 
宇都宮市立御幸が原小学校 栃木市立西方中学校 

栃木市立西方小学校 宇都宮市立陽南中学校 

栃 木 県 教 育 長 賞 

茂木町立逆川小学校 宇都宮市立姿川中学校 

宇都宮市立田原小学校 那須町立那須中学校 

壬生町立壬生小学校 大田原市立湯津上中学校 

栃 木 県 医 師 会 長 賞 

宇都宮市立清原東小学校 小山市立乙女中学校 

足利市立桜小学校 さくら市立喜連川中学校 

宇都宮市立宮の原小学校 足利市立毛野中学校 

栃 木 県 歯 科 医 師 会 長 賞 上記 ９校 上記 ９校 

 
④ よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール 

    歯と口の健康週間事業の一環として、小中学校の児童生徒から歯科保健に関する図画・ポスター、作

文、標語を募集し、優れた作品を表彰しました。 
審査結果 

区  分 特選 入選 

図画・ポスター 
小学校 ２点 １９点 

中学校 １点 １２点 

作 文 
小学校 ２点 １５点 

中学校 １点 ８点 

標 語 
小学校 ２点 ２２点 

中学校 １点 １０点 
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（３）とちぎ歯の健康センター事業 

    とちぎ歯の健康センターは、県の歯科保健対策の推進拠点として、平成 6(1994)年 2月に開館しました。

センター１階には障害者歯科診療所、２階には図書資料室やとちぎ在宅歯科医療連携室、３階には研修

室があります。（管理運営は栃木県歯科医師会に委託） 

 

① 健康相談 

とちぎ歯の健康センターにおいて、電話及び来所による歯科保健に関する相談を実施しました。 
・受付時間：午前９時～午後４時 30 分 

相談件数及び相談内容別内訳 

内容 
治療内容 予防 

指導 

障害者等 

の 

歯科相談 

その他 

 

合 計 
むし歯 歯周疾患 抜歯 補綴 矯正 その他 

件数 ７件 ９件 ５件 22 件 １件 27 件 １件 ３件 21 件 96 件 

（参考）平成 30 年度相談件数：105 件 

 

② 普及啓発 

とちぎ歯の健康センターの「展示コーナー」、「図書資料室」における各種資料の展示及び各種広報媒体を

活用し、普及啓発活動を行いました。 

ア 展示コーナー、図書資料室における資料貸出し状況 

 図書 ビデオ・DVD 公衆衛生教材・展示物 生涯ライブラリー 合 計 

貸出数 42 件（94 点） 62 件（167 点） 182 件（705 点） 5 件（11 点） 291 件 

（参考）平成 30 年度総貸出件数：255 件 

イ 機関紙発行   

とちぎ歯の健康センターだより 第 26 号 

ウ 視察研修     

診療所及び展示コーナーの見学、センター事業の説明、研修、体験学習等 

 
③ フッ化物洗口実施に係る技術的支援 

市町や小中学校におけるフッ化物洗口の実施にあたり歯科専門職による技術的支援を行いました。 
従事歯科医師数 市町名 実施人員 

131 人 
足利市、佐野市、日光市、大田原市、那須塩原市、那須町、

那珂川町 
22,058 人 

 

④ 歯と口の健康週間事業 

歯と口の健康週間に歯と口腔に関する正しい知識の普及を図るため、県内 11 か所において講演会・保健

指導を実施しました。 
実施回数 対象者 参加者数 

11 回 一般県民 5,965 人 
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2 歯や口腔の健康に関する啓発と検診の普及 

県民自らが歯や口腔の健康づくりの重要性を理解し、実践的に取り組むため、学習や歯科検診の機会を提

供しました。 

 
（１）永久歯等対策事業 

県内の保育所・幼稚園等（認定こども園を含む）、障害児通所施設、盲・聾・特別支援学校の幼児と保護

者等を対象に、歯科衛生士が「六歳臼歯の重要性」の説明や歯科保健指導を行いました。 
種   別 実施回数 対象者数 

保育所・幼稚園等 113 回  4,168 人  

障害児通所施設 16 回  218 人  

盲・聾・特別支援学校 11 回  219 人  

合 計 140 回  4,605 人  

（参考）平成 30 年度実施状況： 133 回、4,551 人 
 

3 障害者・要介護者への歯科保健医療サービスの確保 

  歯科検診等を受けることが難しい状況にある障害者や要介護高齢者等に対して、歯科保健医療サービスを

確保するための事業を実施しました。 

 

（1）とちぎ歯の健康センター診療所 

障害者に歯科医療を提供しました。 

ア 診療体制 

・診療日  月曜日～金曜日（予約制） 

・診療時間 午前：９時～12 時、午後：１時３０分～５時 

・スタッフ  午前：歯科医師  １人（常勤） 

歯科衛生士 ６人（常勤） 

午後：歯科医師  ３人（常勤１人、輪番制診療実行委員２人） 

歯科衛生士 ７人（常勤６人、他１人） 

イ 月別の延患者数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

診療日数 20 19 20 21 17 19 21 20 20 19 18 21 235 

延患者数 322 322 311 357 279 304 331 307 310 322 277 343 3,785 

      （参考）平成 30年度実施状況： 238 日、3,874 人 
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（２）栃木県障害者歯科医療システムの運用 

障害者が住み慣れた身近な地域の中で歯科医療を受けられるようにするため、平成 28 年４月に構築した

「栃木県障害者歯科医療システム」の円滑な運用を推進しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 栃木県障害者歯科医療協力医の登録 

  障害者が住み慣れた身近な地域で適切な歯科医療を受けることができるよう、障害者歯科医療に取 
 り組む県内の歯科医師を「障害者歯科医療協力医」として登録しています。 

栃木県障害者歯科医療協力医の登録及び医療の提供状況 

2 次保健医療圏 県北 県西 宇都宮 県東 県南 両毛 合 計 

協力医登録者数 20 人 27 人 26 人 8 人 41 人 25 人 147 人 

障害者受診状況 148 人 296 人 299 人 101 人 719 人 739 人 2,302 人 

 （参考）平成 30年度実施状況： 協力医 144 人、患者数 1,949 人 

 

② 栃木県障害者高次歯科医療機関の指定   

・高次歯科医療機関の指定状況〔令和 2(2020)年 4 月 1日現在〕 

那須赤十字病院、国際医療福祉大学病院、NHO 栃木医療センター、宇都宮記念病院、 

芳賀赤十字病院、獨協医科大学病院、自治医科大学附属病院、足利赤十字病院 

 ・患者受入等状況 

種 別 外来新患数 静脈内鎮静法 全身麻酔 紹介患者受入数 逆紹介患者数 

実 績 868 人 616 件 1,143 件 358 人 330 人 

（参考） 平成 30 年度 1,128 人 551 件 1,012 件 404 人 378 人 

 

栃木県障害者歯科医療システム図　（H28.4～）

　　　　紹介

　　　　逆紹介

連絡・調整
　　　　　　　　　紹介、逆紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡・調整

相談・指導 児童相談所

健康福祉センター

市町

障
害
者

とちぎ歯の健康センター診療所

・歯科医療従事者への研修等の企画

・関係機関への助言・指導

・障害者への治療に関するトレーニング　等

　（定期的な口腔管理）

相談・歯科保健指導、受診

・他の医療機関と連携し、身近な地域
で安全安心に歯科医療を受けられる体
制を構築

　　（定期的な口腔管理）

紹介、逆紹介

  （定期的な口腔管理）

相談

受診

栃木県障害者歯科医療協力医

・県内の障害者歯科医療に関する豊富
な経験、実績を有する歯科医師を登録

栃木県障害者高次歯科医療機関

・那須赤十字病院
・国際医療福祉大学病院
・NHO栃木医療センター
・宇都宮記念病院
・芳賀赤十字病院
・獨協医科大学病院
・自治医科大学附属病院
・足利赤十字病院

・静脈内鎮静法や全身麻酔等を用いた
歯科医療の提供

・他の医療機関と連携し、障害者歯科
医療提供体制を構築
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③ 障害者高次歯科医療機関による研修会の開催 

 障害者高次歯科医療機関において、障害者歯科医療に関する知識の普及と連携促進のため、障害者 
歯科医療協力医を対象に研修会を開催しました。 

実施日 内容 講師 会場 参加人数 

11月21日 障がい者の顎変形症

に対する対応 

 

日本大学歯学部口腔外科学講

座 主任教授 外木 守雄 氏 

獨協医科大学病院 歯科医師、歯科衛

生士、 計 32 名 

２月９日 ①障害者歯科総論 

②緊急時の応急処置 

 

宇都宮記念病院 

佐々木 忠昭 氏 

救急部スタッフ 

宇都宮記念病院 

 

歯科医師、歯科衛

生 士 、 歯 科 助 手  

計 28 名 

（参考）平成 30 年度実施状況： ２回、83 人 
 
 

（３）福祉施設巡回歯科相談・指導事業 

障害者及び高齢者の入所施設を訪問し、入所者の歯科検診、職員対象の口腔ケア研修等を実施しました。 

種  別 
歯科検診 口腔ケア研修（H30～） 

実施回数 受診者数 実施回数 受講者数 
障害者支援施設・福祉型障害児入所施設 ６回 206 人 ６回  86 人 

特別養護老人ホーム 10 回 248 人 13 回 113 人 

合 計   16 回 454 人 19 回 199 人 

 （参考）平成 30年度実施状況： 歯科検診 15 回、295 人  研修 20 回、177 人 

 

（４）在宅歯科医療推進事業 

  在宅歯科医療を推進するための各種事業を実施しました。 

① 在宅歯科医療連携室 

   在宅歯科医療に関する相談や診療所の紹介、ポータブル歯科医療機器の貸出などを行う「在宅歯科医

療連携室」の運営費に対して助成を行いました。  

区 分 相談対応 機器貸出 
件 数 59 件 96 件（診療件数：3,673 件） 

（参考）平成 30 年度実施状況： 相談対応 76 件、機器貸出 96 件 
 

② 在宅歯科医療従事者研修  

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

10 月 20 日 
医師から見る、地域包括ケアシステム

の構築における歯科の役割を考える 

村井クリニック 

院長 村井 邦彦 氏 

栃木県歯科

医師会館 

 

 

44 人 

 ２月 16 日 医科歯科の現状と課題 
さつきホームクリニック 

院長 月永 洋介 氏 
64 人 

合計 ２回 108 人 

（参考）平成 30 年度実施状況： ２回、199 人 

 

（５）多職種連携栄養指導・口腔機能向上事業 

   特別養護老人ホーム等施設が、入所者の口腔機能の維持・改善や口腔衛生管理に効果的に取り組めるよ

う手引きを作成するため、ワーキンググループ検討会を開催し、介護施設入所者の健口管理の手引きを作成

しました。 
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（６）障害者及び高齢者のオーラルフレイル等対策事業 

   障害福祉サービス等を提供する施設等における入所者を対象に、オーラルフレイル予防や口腔機能維持

のため、口腔ケアの基礎的な知識や技術の普及を図るために研修会を開催しました。 

実施日 内 容 講師 会場 参加人数 
１月 16 日 

口腔ケア推進研修会 歯科衛生士 
とちぎ歯の

健康センタ

ー 

31 人 

１月 30 日 31 人 

２月 13 日 28 人 

（参考）平成 30 年度実施状況： １回、107 人 

 

4 歯科保健医療提供体制の整備 

 県民の生涯にわたる健康の保持増進を図るため、保健、医療、福祉、教育等関係者の資質向上や連 

携強化に取り組みました。 

 

（1）歯科衛生士再就職支援事業  

    出産・子育て等を理由に離職した歯科衛生士の再就職を支援するため、研修を行いました。 

実施日 内 容 講 師 会 場 
参加 
人数 

９月 17 日 
口腔ケアの基礎～日々のケアを知ろう～

（実習） 

栃木県歯科衛生士会 

歯科衛生士 ６人 

とちぎ歯の 
健康センター 

２人 

10 月 15 日 高齢者への対応（認知症含む）（実習） ２人 

11 月 12 日 ホワイトニングについて（実習） ３人 

12 月 17 日 
音波ブラシ・歯ブラシの処方について（実

習） 
５人 

 ２月２日 歯周治療の進め方について（講義） 50 人 

計 ５回 62 人 

（参考）平成 30 年度実施状況： ６回、50 人 

 

（２）歯科保健指導者・歯科医療従事者研修会 

   歯科保健指導者、歯科医療従事者を対象に教育・研修を実施しました。 

実施日 内容・講師 対象者 
参加 
人数 

12 月 15 日 

○「障害者歯科診療を行う上での細やかな配慮 
 ～障害者の歴史、保護者の心理など気をつけるべき配慮につい

て知る～」 
日本大学松戸歯学部 障害者歯科学講座 
とちぎ歯の健康センター指導医 教授 野本 たかと 氏 

○「スペシャルニーズメディカルトリートメントモデルの確立に

向けて自院の取組」 
とちぎ歯の健康センター事業検討委員会副委員長 
五十嵐 尚美氏 

○「2019 年における初診患者動態について」 
とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏 

歯科医師 
歯科医療従

事者 
80 人 
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２月 16 日 

 

◯「センターで診る各障害の特性」 
とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏 

◯「初めてセンターで診療するにあたり・日本障害者歯科学会認定

医取得について」 
 とちぎ歯の健康センター事業検討委員会委員 後藤 俊一 氏 
◯「とちぎ歯の健康センターと１次医療機関との医療連携につい

て」 
パネリスト 

 とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏 
とちぎ歯の健康センター事業検討委員会委員 後藤 俊一 氏 
栃木県歯科医師会 常務理事 箱島 光一 氏 
司会 
とちぎ歯の健康センター事業検討委員会副委員長 

 五十嵐 尚美氏 
 

歯科医師 
歯科医療従

事者 
47 人 

  （参考）平成 30 年度実施状況：１回、67 人 

 

（３）医科歯科連携推進事業 

      歯と口腔の病気は、生活習慣病の発症や進行などと深く関わっていることから、医師と歯科医師が連携

（以下「医科歯科連携」という。）して患者の治療に取り組むことが求められています。 

① 糖尿病診療における医科歯科連携の推進 

糖尿病の人が歯周病の治療をすると血糖値が改善することがあるため、「糖尿病治療連携マニュアル」

（平成 28年３月作成）に基づき、糖尿病の初期・安定期治療を担う医療機関と歯科診療所との間における

患者紹介や治療に関する情報共有を推進しています。 

年 度 H27 H28 H29 

糖尿病診療における

医療機関と歯科診療

所との連携状況 

２０．０％ ２０．９％ ２３．２% 

 

② がん患者の治療に関わる医科歯科連携の推進 

  がん治療に伴い、口腔内には様々な合併症が出現することがあり、その合併症の予防と治療（以下 

「周術期の口腔機能管理」という。）には、医科歯科連携が重要です。栃木県立がんセンターでは、が

ん患者に対する周術期の口腔機能管理が円滑に行われるよう、地域の歯科診療所を対象に研修を行ってい

ます。 

 

（４）歯科保健推進協力交付金 

（一社）栃木県歯科医師会が行う歯科保健対策推進事業に対し支援を行いました。 
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（５）歯科保健対策関連協議会 

歯科保健対策事業の充実を図るため、２つの協議会を設置しています。 

※栃木県 8020 運動推進協議会は、令和元年５月２７日に栃木県歯科保健推進協議会へ統合しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 栃木県歯科保健推進協議会 

様々な分野の専門家を協議会委員に委嘱し、総合的な歯科保健対策事業について協議しました。 

・日 時： 令和元年７月 25 日 

・場 所： 県庁北別館会議室 

・議 題： 県民の歯及び口腔の健康状況について 他 

  栃木県歯科保健推進協議会委員〔任期：R元.６.26～R４.６.25（３年間）〕 

No. 氏 名 所属・役職等 
1 宮下  均 栃木県歯科医師会 会長 

2 川津 博亨 栃木県歯科医師会 副会長（地域保健） 

3 佐川 徹三 栃木県歯科医師会 副会長（学校保健） 

4 前原  操 栃木県医師会 副会長 

5 林  幸子 栃木県歯科衛生士会 会長 

6 続橋 正喜 栃木県歯科技工士会 副会長 

7 佐々木孝徳 栃木県老人福祉施設協議会 理事（特別養護老人ホームひまわり） 

8 大内 正枝 栃木県保育協議会 副会長（さくら市立あおぞら保育園長） 

9 石河 敏昭 栃木県町村会（茂木町保健福祉課長） 

10 伊藤 知美 栃木県市町保健師業務研究会 副会長（佐野市健康福祉課） 

11 阿部 龍之 中核市（宇都宮市健康増進課長） 

12 柴山 明憲 栃木産業保健総合支援センター 副所長 

13 粂 まり子 栃木県栄養士会 会長 

14 鈴木美恵子 栃木県食生活改善推進員協議会 会長 

15 青山  旬 栃木県立衛生福祉大学校 副校長兼歯科技術学部長 

 

 

 

 

報 告 

意 見 
① 栃木県歯科保健推進協議会 

栃木県の歯科保健対策推進に関する 

総合的な検討を協議 

栃木県 8020 運動推進協議会 

8020 運動特別推進事業に係る事業計画の

策定や評価について協議 

② とちぎ歯の健康センター 

運営等協議会 

とちぎ歯の健康センターの 

運営等について協議 

統合 
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② とちぎ歯の健康センター運営等協議会 

とちぎ歯の健康センターを拠点とした障害者歯科診療、巡回歯科相談・指導、歯科保健に関する相談・指

導及び普及啓発等に関する事業の実施内容の充実について書面により協議しました。 

   ・日 時： 令和２年３月 31 日 

・場 所： とちぎ歯の健康センター 

・議 題  (1) 平成 30 年度及び令和元年度の事業実施状況について 

(2) 令和２年度事業実施計画案について 

  とちぎ歯の健康センター運営等協議会委員〔任期：H31(2019).３.１～令和４(2022).２.28（３年間）〕 

No. 氏 名 所属・役職等 
１ 大野 克夫 栃木県歯科医師会 専務理事 

２ 箱島 光一 栃木県歯科医師会 常務理事 

３ 長島 啓智 栃木県歯科医師会 理事 

４ 林  幸 子 栃木県歯科衛生士会 会長 

５ 安部 孝子 栃木県手をつなぐ育成会 理事 

６ 峯山 敏正 栃木県障害者施設・事業協会 副会長 
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Ⅴ 令和２(2020)年度に講じる施策 

  

 

   

  

 

乳

幼

児

小

学

・

中

学

・

高

校

生

成

人

高

齢

者

障

害

者

・

要

介

護

者

市町や関係機関と連携しながら、歯科保健
対策の企画立案や助言指導などを行う。 〇 〇 〇 〇 〇 130

① 永久歯等対策事業 保育所・幼稚園・障害児通所施設等に歯科
衛生士を派遣して、児童や保護者等に歯と
口腔の健康づくりに関する普及啓発を行う。 〇 〇 1,450

② よい歯のコンクール（三歳
児、親子、学校、作品）
※中止

歯と口腔の衛生状態が良好な人やその優
れた取組を表彰する。

〇 〇 〇 258

③ 地域歯科保健
普及事業

歯と口の健康週間等に合わせて、各地域で
歯科専門職と連携した講演会や保健指導を
行う。 〇 〇 〇 〇 〇 317

① 歯科疾患予防推進事業 小学校でフッ化物洗口を行う市町に対して
助成する。 〇 1,600

① 多職種連携による栄養指
導・口腔機能向上事業

特別養護老人ホームに歯科医師等を派遣
し、多職種による食事観察及び口腔機能評
価（ミールラウンド）を実施する。

〇 〇 1,628

➁ 障害者及び高齢者のオーラ
ルフレイル等対策事業

事業所・施設等で障害者及び高齢者のケア
に関わる職員を対象に、日常の口腔ケアに
関する研修を行う。

〇 〇 200

地域の通いの場等において使用する指導用
教材を作成するほか、歯科衛生士等指導者
を対象とした研修を行う。

309

市町歯科保健事業における、助言指導、普
及啓発を行う他、普及啓発に係る講演会を
行う。 2,680

計
画
の
項
目

事業項目 事業概要

ライフステージ等

予算額

(単位：千円)

１
 

歯
や
口
腔
と
関
係
す
る
病
気
等
の
予
防
の
推
進

(1) 栃木県口腔保健支援セン
ターの運営

(2) 歯と口腔の病気を予防する取組の促進

(3) 小学校におけるフッ化物洗口の推進

(4) 歯と口腔機能の衰え（オーラルフレイル）の予防
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乳

幼

児

小

学

・

中

学

・

高

校

生

成

人

高

齢

者

障

害

者

・

要

介

護

者

（再掲）

〇 〇 －

（再掲）

〇 －

障害の特性などから歯科治療が困難な障害
者の歯科治療を行う。また、家族や施設職
員等からの歯科保健医療に関する相談に対
応する。

〇 21,494

障害者及び高齢者施設における入所者の
誤嚥性肺炎の予防や口腔機能の維持・改
善のため、施設訪問による歯科検診及び口
腔ケア指導を行う。

〇 2,176

高次歯科医療機関において、地域の歯科医
を対象に研修会を開催する。 〇 160

在宅歯科医療の推進のため、歯科医療従
事者を対象に研修を行う。 〇 〇 〇 〇 〇 684

県歯科医師会が開設する連携室の運営に
対して助成する。 〇 〇 〇 〇 〇 1,623

歯科衛生士の再就職やスキルアップを支援
するため、県歯科医師会の行う事業に対し
て助成する。また、歯科医院向けの働き方
改革推進セミナー・相談会を実施する。

〇 〇 〇 〇 〇 949

県歯科医師会に対して交付金を支給するこ
とにより、各地域で歯科保健対策推進事業
を展開する。

〇 〇 〇 〇 〇 7,200

(1) 在宅歯科医療従事者研修

(2) 在宅歯科医療連携室整備事
業

(3) 歯科衛生士の再就職等支援
事業

(4) 歯科保健推進協力事業

4
 

歯
科
保
健
医
療
提
供
体
制

の
整
備

ライフステージ等

予算額

(単位：千円)

３
 

障
害
者
・
要
介
護
者
へ
の
歯

科
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
確
保

(1) とちぎ歯の健康センター障害
者歯科診療・相談事業

(2) 福祉施設巡回歯科相談・指
導事業

(3) 障害者歯科医療に関する研
修事業

事業概要

２
 

歯
や
口
腔
の
健
康
に
関

す
る
啓
発
と
検
診
の
普
及

(1) 永久歯等対策事業

(2) 福祉施設巡回歯科相談・指
導事業

計
画
の
項
目

事業名



Ⅵ　資料：市町の歯科保健推進に関する条例制定及び計画策定状況

制定済
公布日
施行日

条例名 検討中

宇都宮市 ○
H29.9.29
H29.11.8

宇都宮市歯と口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

鹿沼市 ○
H25.3.21
H25.4. 1

鹿沼市歯と口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

日光市 ○ H23.7.3 日光市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

真岡市 ○
R2.3.19
R2.4.1

真岡市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

益子町 ○
H27.3.18
H27.4.1

益子町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

茂木町 ○
H27.3.13
H27.4.1

茂木町歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

市貝町 ○
H27.3.10
H27.4.1

市貝町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

芳賀町 ○
H27.3.8
H27.4.1

芳賀町民歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

栃木市 ○
H26.3.20
H26.4. 1

栃木市歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

小山市 ○
H25.3.22
H25.4. 1

小山市歯と口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

下野市 ○
H26.3.20
H26.4. 1

下野市歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

上三川町 ○
H31.3.22
H31.4.1

上三川町歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

壬生町 ○
H26.3.12
H26.4. 1

壬生町歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

野木町 ○
H29.12.22
H30.4.1

野木町歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

大田原市 ○

矢板市 ○
H31.3.20
H31.4.1

矢板市民の歯及び口腔に関する健康づくり推進条例 ○

那須塩原市 ○

さくら市 ○
H31.3.19
H31.4.1

さくら市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

那須烏山市 ○
H25.3.19
H25.4. 1

那須烏山市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○

塩谷町 ○
H30.9.25
H30.9.25

塩谷町民の歯と口腔の健康づくり推進条例 ○

高根沢町 ○
R2.3.12
R2.4.1

高根沢町歯及び口腔の健康づくり条例 ○

那須町 ○

那珂川町 ○

足利市 ○
H25.12.25
H26.4.1

足利市民の歯及び口腔の健康づくりに関する条例 ○

佐野市 ○
H25.3.18
H25.4.1

佐野市歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

21 6 25

県 栃木県 ○
H22.12.21
H23. 4. 1

栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例 ○ ○

国 厚生労働省 ○ H23.8.10 歯科口腔保健の推進に関する法律 ○ ○

■ 歯科保健条例を策定している都道府県･･･45道府県(R元.4月現在)

県
　
北

安
足

県
　
東

歯科単独
計画

健康増進
計画に歯科
の記載有

市町名

条　　　例

県
　
西

県
　
南
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